
石
原

小
地

区
カ

レ
ン
ダ

ー

成
人

を
祝

う
会

1月
9日

(月
祝

)

受
イ 寸

:12:○
○
～
13:15

場
所

:調
布
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
前
広
場

(雨
天

:小
ホ

ー
ル

)

ど
ん

ぐ
り
林

/AN園
整

備

2月
18日

(土
)

時
間

:10:○
○
～

場
所

:ど
ん

ぐ
り
林

主
催

:石
原

小
地

区
協

議
会

新
春

の
集

い

2月
5日

(日
)

時
間

:午
後

10寺
～

場
所

:富
士

見
地

域
セ

ン
タ

ー

主
催

:富
士

見
町

自
治

連
含

会

卒
業

を
祝

う
も

ち
つ

き

3月
4日

(土
)

時
間

:10:○
○
～

12:○
○

場
所

:石
原

小
多

目
的

教
室

主
催

:健
全

育
成

推
進

石
原

地
区
委

員
会

富
士

見
ふ
れ

あ
い
の

つ
ど

い
パ

ー
ト
2

1月
22日

(日
)

時
間

:10:00～
場

所
:富

士
見

地
域

福
祉

セ
ン
タ

ー
全

館

主
催

:富
士

見
ふ

れ
あ

い
の

つ
ど

い

実
行

委
員

会

石
原

小
PttA廃

品
回

収

1月
11日

(水
)・

2月
15日

(水
)

8:○
○
～
8:30 

ア
ル

ミ
缶

1月
16日

(土
)02月

13日
(上

)

8:30～
9:○

○
ま

で

ア
ル

ミ
缶
・

古
紙

～
自
販
機

の
変

更
～

富
士

見
地

1或

福
祉

セ
ン

タ
ー

内
に

あ
り

ま
す

自
販

機
が

、
今

迄
の

紙
コ

ッ
プ

使
用

か
ら

、
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル
・

缶
の

種
類

に
新

し
く

変
わ

る
こ

と
に

な
り
ま

し

た
。
今

迄
同

様
、
セ

ン
タ

ー
ご
利

用
の

皆
様

、

活
用

の
程

よ
ろ

し
<お

願
い
致

し
ま

す
。

石
原

小
学

校
地

区
協

議
会

■ず

′・・・・・・・・・●●●●●●●０●●●●０●０●●●●●●０●●●●●●●●０００００００●３

調
布

市
青

少
年

ス
テ

ー
シ
ョ
ン

CAPS

◆
第

10回
 CAPS新

春
も

ち
つ

き
大

会
◆

CAPS恒
例

の
も

ち
つ

き
大

会

が
、
地

i或
の

方
々

の
協

力
の

も
と
「

成

人
の

日
」
に
行

わ
れ

ま
す

。
青

少
年

が

日
本

の
伝

統
行

事
を

体
験

し
ま

す
。

監
督

に
就

任
し
て
7シ

ー
ズ

ン
ロ

を
迎

え
、

本
年

は
「

勝
負

の
年

」

と
考

え
て

い
ま

す
。

本
年

は
手

塩
に
か

け
た

4年
生

を
中

|い
に

チ
ー

ム
が

ま
と

ま
り
更

に

下
級

生
が
地

力
を

つ
け

て
お

り
、

ま
た

エ
チ

オ
ピ
ア

出
身

の
デ

レ
ッ
セ

選
手

も
日
本

の
生

活
に

も
慣

れ
、
戦

力
と

し
て

厚
み

が
出

て
、
本

戦
は

期

待
の

レ
ー

ス
を
「

シ
ー

ド
権

」
取

り

に
頑

張
り
た

い
と
思

つ
て

い
ま

す
。

日
頃

よ
り
地

元
の

皆
様

に
は

応

援
頂

き
、
感

謝
申

し
上

げ
ま

す
。
チ

ー
ム

の
和

を
も

つ
て

ゴ
ー

ル
し
た

い
と
考

え
て

い
ま

す
。
よ

ろ
し
<お

願
い

し
ま

す
。

日
8寺

:平
成
29年

1月
9日

(月
祝
)12:○

○
～

15:○
○

場
所

:青
少

年
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

C∧
PS

参
加

者
:中

・
高

校
生

世
代

申
込

:事
前

申
込

不
要

協
力

:地
域

有
志

の
皆

さ
ま

詳
細

は
CAPS 042-442-5535に

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

第
93回

箱
根

駅
伝

に
向

か
っ
て

拓
殖

大
 

陸
上

部
監

督
 

岡
田
正

裕

電

手
を
つ

な
ぎ
 

笑
顔

で
築

く
ま

ち
づ

く
り
 2016年

12月

Ｌ∬霧＼

事

石
原

小
学

校
地

区
協

議
会

代
 

表
 

二
宮

喜
恵

子

富
士

見
地

域
福

祉

セ
ン

タ
ー

内
TEL  042-483-9652

発
イ 予

部
数
 400o

No.107     
冬

号

胸の中にあるもの　♪

いつかみえな＜なるもの

それは側にいること

いっも思い出して　♪

君の中にあるもの

距離の中にある鼓動

恋をしたの貴方の

指の混ざり　　♪

頬の香り

夫婦を超えてゆけ　♪

地
域

活
動

団
体

交
流

会
が

開
か

れ
ま

し
た

12月
6日

(火
)富

士
見

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
於

い
て

、
年

末
恒

例
の

地
域

活
動

団
体

交
流

会
が

開
催

さ
れ

、
21

団
体

が
活

動
報

告
又

、
年

末
に

向
け

て
の

活
動

予
定

が
発

表
さ

れ
ま

し
た

。
各

団
体

、
地

域
と

の
交

流
を

深
め

て
い
<た

め
の

意
見

交
換

後
、

懇
親

会
が

開
か

れ
、

和
や

か
な

雰
囲

気
で

会
話

が
弾

み
、

い
つ

ま
で

も
話

の
尽

き
な

い
交

流
会

と
な

り
ま

し
た

。
又

、
地

区
協

と
し
て

は
、

皆
さ

ん
が

お
話

さ
れ

た
こ

と
を

心
に

留
め

、
地

域
の

見
守

り
を

,b掛
け

て
い

き
た

い
と
思

い
ま

す
。

～
イ

ン
フ

ル
エ

ン
プ

が
流

行
っ

て
い

ま
す

の
で

、

手
洗

い
・

う
が

い
を

忘
れ

ず
に

～

…
。

当
日

参
加

し
た

団
体

は
次

の
通

り
で

す
…

・

自
治

連
合

会
 

健
全

育
成
 

学
校

開
放
 

民
生

委
員

社
協
 

希
望

の
家
 

調
市

中
学

校
 

調
市

中
PT∧

石
原

小
学

校
 

石
原

小
P丁

∧
 CAPS 

調
布

学
園

ア
ト
ラ

ス
調

布
団

地
 

富
士

見
児

童
館

 
調

布
市

パ
ト
ロ
ー
ル

隊
 

ち
ょ
う
ふ

の
里
 

八
富

青
年

会

復
興

支
援

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

六
踏

園
 

地
区
協

歳
末

特
別

警
戒

(夜
警
)参

加
者

募

今
年

も
自
治

連
合

会
恒

15」
の

、
富

士
見

町
地

域
歳

末
特

別
警

戒
を

実
施

致
し
ま

す
。

お
陰

様
で

年
末

の

『
火

の
用

心
』

も
40年

目
を

迎
え

る
こ

と
が

で
き

ま
し
た

。
年

末
の

お
1亡

し
い

時
期

と
は

存
じ
ま

す
が

、
安

全
で

明
る

い
町

づ
<り

の
た

め
、

多
<の

皆
様

の
ご
参

加
を

お
待

ち
致

し
て

お
り
ま

す
。

実
施

時
期
 12月

25日
(日

)～
31,日

(■
)

実
施

時
F85 

午
後
8時

30分
～
9時

30分
集

合
場

所
 

富
士

見
町

ふ
れ

あ
い
の

家

参
加
で
き
る
日
に
、
開
始
時
亥
」ま

で
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

楽
し
い
出
会
い
の
場
に
も
な
り
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
や
事
前
連
絡
は
一
切
不
要
で
す
。

ど
う
ぞ

お
気

軽
に

ご
参

加
下

さ
い

。
富

士
見

町
自
治

連
含

会
 

会
長
 

塚
本
信

之

同
 

防
災

防
犯
部

会
 

会
長
 

永
丼

正
信

http://fuiimi―
jichiren.jimdO.com/

―

渉



石
原

小
学

校
地

区
協

議
会

が

「
調

布
市

市
政

功
労

者
表

彰
」
を
受

賞
し
ま

し
た

!

名
誉

あ
る
表
彰

。
ま
す

ま
す
、
地

域
に
根

ざ
す
地

区
協

と

し
て
頑

張
つ
て

い
か

な
け
れ

ば
な

り
ま
せ

ん
。
こ
れ

か
ら
も

地
区
協

の
活

動
に
対

し
て
、
皆
様

方
の

ご
協

力
、
ま
た

力
を

貸
し
て

頂
き
た
<よ

ろ
し
<お

願
い

申
し
上

げ
ま
す
。

「
避

難
所

マ
ニ

ア
ル

」
作

成
に
対

し
て

、

市
よ

り
感

謝
状

を
頂

き
ま

し
た

。

4月
23日

防
災
教

育
の

日
、
学

校
・

PttA・

地
i或
・

地
区

協
で

マ
ニ

ア
ル

を
共

に
、

実
施

を

含
む

勉
強

会
を
行

い
ま

し
た

。
多

数
の

参
加

が

あ
り
ま

し
た
、

あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

一

********************

0°
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00o●
●
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●

●
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:       
ひ

だ
ま

リ
サ

ロ
ン
の

紹
介
     

  :
:    

～
エ

ン
ジ

ョ
イ

ビ
ン
ポ

ン
～
     :

2台
の

卓
球

台
を

使
用

し
、
5分

交
代

で
卓

球
を

楽
し
ん

で
い

ま
す

。
待

ち
時

間
は

ホ
っ

と
ひ

と
患

お
し
ゃ
べ

り
に

花
を

咲
か

せ
て

い
ま

す
。

新
し
い

お
友

だ
ち

と
知

り
合

い

交
流

で
き

る
こ

と
が

イ可
よ

り
楽

し
<、

回
数

を
重

ね
る

度

に
腕

も
上

が
り
、

“
ピ

ン
ポ

ン
"か

ら
“卓

球
"に

!

【活
動

場
所

】
 

富
士

見
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー

【活
動

日
】
 

毎
月

第
20第

4±
82・

日

【参
加

費
】
 

無
料
  

【定
員

】
50人

【対
象

者
】
 

ど
な

た
で

も
ご
参

加
下

さ
い
。

お
芋

掘
り

<健
全

育
成

石
原

地
区
>

■
|

書
騒

職
購

獅

手
鰊

:

轟1警
準

警餞
壼顧

i要
「Ⅲ

姜
■

|||‐
‐

■
||||||

調
布

市
e調

布
警

察
署
 o42-488-0110

前
日
か

ら
の

雨
で

天
候

を
心

配

し
て

い
ま

し
た

が
、

当
日

は
朝

か

ら
晴

れ
。

早
朝

か
ら
一

部
の

子
ど

も
達

と
の

つ
る

切
り

か
ら

始
ま

り
、

100寺
に

は
芋

掘
り
開

始
。

夏
か

ら
の

不
天

候
、

日
照

不
足

で
芋

の
出

来
が

心
配

さ
れ

ま
し
た

が
、
良

好
な

出
来

に
ホ

ッ
と
胸

を
な
で

お
ろ

し
ま

し
た
。
100名

近
い
参

加

者
に

お
土

産
も
行

き
渡

り
、

楽
し
い
ひ

と
0寺

を
過

ご
し
ま

し
た

。
ご
協

力
下

さ
っ
た
方
々

、
あ

り
が

と
う
ご
ざ

ぃ
ま

し
た

。

Ｆ

・

一一
一ぎ〓

簑

荼

花 いっば い運動癬

『
r31じ

諄
パ
ト
ロ
ー

rι
隊

』 近
況
報
告

(65)

===あ
い
さ
つ
は

ま
ち
の
安
全

守
り
ま
す
===

11月
12日

、
鬼
太

郎
公
園

に
石
原

小

PTA、
地

域
の
方

友
が

お
手
伝

い
に
来

て
頂

き
、

バ
ン

ジ
ー

と
チ

ュ
ー

リ
ッ
プ

球
根

を
植

え
ま

し
た
。

西
町
公

園
に
も
植

え
ま

し
た
。

春
に

色
と

り
ど

り
の

花
を

咲
か

せ

て
<れ

る
と

思
い

ま
す
。
楽

し
み

に
し

て
下

さ
い

ね
!お

手
伝

い
を

し
て

頂

き
、
御
礼

申
し
上

げ

ま
す

。

********************

パ
ト
ロ

ー
ル

隊
員

募
集

中
|

090-8961-1624
下

田
ま

で
ご
―

報
を

。

片
倶
|一

車
線

の
道

路
。

横
断

歩
道

を
渡

っ
て

行
く
通

学
路

。
手

前
の

歩
道

か
ら
通

学
児

童
た

ち
が

横
断

歩
道

に
向

か
っ
て

歩
い

て

<る
。
そ

の
横

断
歩

道
の

手
前

7～
8mか

ら
斜

め
に
道

路
を

横
切

る
婦

人
。「

ダ
メ

だ
よ

、
ち

ゃ
ん

と
横

断
歩

道
を
渡

ら
な

い
と

!」
。

婦
人

は
明

み
つ

け
て
「
・
・
・

」
。「

子
ど

も
が

真
似

す
る

よ
」
。
渡

り
終

え
る

と
「

あ
ん

た
エ

ラ
イ

ん
だ

ね
え
～

～
～

」
と
歩

き
去

る
。

「
あ

あ
い

う
大

人
に

な
っ
ち

ゃ
い

け
な

い
よ

」
と
児

童
た

ち
に

話
す

。

声
の

大
・

小
は

あ
る

も
の

の
、

朝
、

ち
ゃ
ん

と
挨

拶
し
、

キ
チ

ン
ト
横

断
歩

道
を
渡

る
通

学
児

童
は

気
持

ち
の

良
い

も
の

で
す

。

**************************************************

地
域

防
災

勉
強

会
に
参

加
し
ま

し
た

!

12月
3日

(土
)地

i或
防
災
勉
強
会
が
開
か
れ
、
石
原
小
地
区
協
か
ら
4名

(二
宮
、
三
浦
、
渡
辺
、
日
比
生
)で

参
加

し
て
き
ま

し
た
。
前
半
は
、
秦
野
市
で
活
動
す
る
「
な
で

し
こ
防
災
ネ

ッ
ト
」
吉
田

ト
シ
子
さ
ん
に
よ
る
女
性
の
視
点
か

ら
防
災
を
考
え
る
請
演
。
後
半
は
避
難
所
運
営
を
皆
で
考
え
る
ゲ
ー
ム
「
H∪

G(ハ
グ

)」
を
体
験
。
時
間
経
過
で
変
わ

つ
て
い
<避

難
所
運
営
を
学
び
ま

し
た
。
今
後
、
こ
の
ゲ
ー
ム
を
石
原
小
、
調
布
中
の
実
情
に
合
わ
せ
て
企
画
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。

～
年

末
年

始
の

救
急

事
故

を
な
<そ

う
!!～

0風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
外

か
ら
帰

つ
た

ら
、

丁
寧

に
手

洗
い

と
う
が

い
を

し
ま

し
ょ
う
。

・
人

ご
み

を
避

け
、

止
む

を
得

な
い
時

は
マ

ス
ク

を
し
ま

し
ょ
う
。

●
飲

酒
事

故
を

防
ぐ

ポ
イ

ン
ト

0短
時

間
の

う
ち

に
多

量
の

飲
酒

は
や

め
ま

し
ょ

う
。

・
酔

っ
た
人

が
吐

い
た
場

合
、
の

ど
に
詰

ま
ら
な

い
よ

う
に
注

意
し

て
あ

げ
ま

し
ょ
う
。

●
餅

な
ど

に
よ

る
窒

息
事

故
を

防
ぐ
ポ

イ
ン

ト

・
餅

は
小

さ
<切

っ
て
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